
7

　

本
年
１
月
の
都
区
協
議
会
で
合
意
し

た「
平
成
31
年
度
都
区
財
政
調
整
方
針
」

に
基
づ
き
、
23
区
別
の
算
定
を
行
っ
た

結
果
が
、
８
月
６
日
の
区
長
会
総
会
に

お
い
て
都
か
ら
示
さ
れ
、
同
日
付
の
都

区
協
議
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
算
定

結
果
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

普
通
交
付
金 

　

各
区
へ
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
金
の

総
額
は
、１
兆
22
億
６
６
０
０
万
円
で
、

前
年
度
と
比
べ
５
８
１
億
７
８
０
０
万

円
、
率
に
し
て
６
・
２
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

区
別
に
見
る
と
、
19
区
が
増
、
３
区

が
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

区
別
の
算
定
結
果
は
表
の
と
お
り

で
、22
区
が
交
付
区
と
な
り
ま
し
た
が
、

港
区
は
、
基
準
財
政
収
入
額
が
基
準
財

政
需
要
額
を
上
回
り
、
財
源
不
足
額
が

生
じ
な
い
た
め
、
17
年
連
続
で
不
交
付

区
と
な
り
ま
し
た
。

　

基
準
財
政
収
入
額

　

基
準
財
政
収
入
額
は
、
１
兆
１
６
６ 

２
億
８
７
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
３
４
７
億
６
１
０
０
万
円
、
率
に
し

て
３
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
納
税
義
務
者
数
の
増
や
雇

用
・
所
得
環
境
の
改
善
に
よ
る
課
税
標

準
額
の
増
に
よ
り
、
特
別
区
民
税
が
前

年
度
比
で
３
４
２
億
９
９
０
０
万
円
、

率
に
し
て
４
・
１
％
の
増
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
が
主
な
要
因
で
す
。

　

な
お
、
新
た
に
軽
自
動
車
税
環
境
性

能
割
及
び
環
境
性
能
割
交
付
金
、
森
林

環
境
譲
与
税
が
基
準
財
政
収
入
額
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

令和元年度都区財政調整区別算定額決定される
― 普通交付金 582億円の増 ―

　

基
準
財
政
需
要
額

　

基
準
財
政
需
要
額
は
、
２
兆
１
５
２ 

７
億
６
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比

べ
９
３
２
億
６
２
０
０
万
円
、
率
に
し

て
４
・
５
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
経
常
的
経
費
は
、
区

立
施
設
定
期
点
検
調
査
費
（
外
壁
点

検
）
や
新
生
児
聴
覚
検
査
費
な
ど
の
新

規
算
定
や
、
街
路
灯
維
持
補
修
費
な
ど

の
算
定
充
実
に
加
え
、
認
証
保
育
所
運

営
費
等
事
業
費
な
ど
の
算
定
改
善
、
ま

た
各
数
値
・
単
価
の
改
定
な
ど
を
行
っ

た
結
果
、
算
定
額
は
１
兆
８
０
３
７
億 

２
４
０
０
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

３
３
０
億
２
５
０
０
万
円
、
率
に
し
て

１
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
は
、
公
共
施
設

改
築
工
事
費
の
臨
時
的
算
定
や
工
事
単

価
の
見
直
し
な
ど
を
行
っ
た
結
果
に
よ

り
、
算
定
額
は
３
４
９
０
億
３
７
０
０ 

万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ
１
２
６
２
億 

８
７
０
０
万
円
、
率
に
し
て
56
・
７
％

の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
算
定
差
額

　

普
通
交
付
金
合
計
額
の
１
兆
22
億 

６
６
０
０
万
円
は
、
当
初
見
込
ん
だ
交

付
金
の
総
額
の
１
兆
２
７
８
億
７
７
０ 

０
万
円
よ
り
も
２
５
６
億
１
０
０
０
万

円
少
な
い
こ
と
か
ら
、当
初
算
定
差
額
、

い
わ
ゆ
る
算
定
残
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
差
額
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

都
の
最
終
補
正
予
算
の
財
源
状
況
を
確

認
し
た
上
で
整
理
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

区　名
基 準 財 政
収 入 額
Ａ

基 準 財 政
需 要 額
Ｂ

普　通　交　付　金

Ｂ−Ａ 増 減 率

千 代 田 区 24,790 27,963 3,173 27.6

中 央 区 32,464 46,677 14,213 ▲ 19.1

港 区 76,582 60,788 0 0.0 ※

新 宿 区 52,480 79,582 27,101 8.5

文 京 区 34,143 52,921 18,778 17.3

台 東 区 24,737 52,165 27,428 9.4

墨 田 区 27,622 68,110 40,488 6.7

江 東 区 57,331 117,634 60,304 11.4

品 川 区 52,104 92,144 40,040 ▲ 6.8

目 黒 区 44,567 60,417 15,849 27.0

大 田 区 83,058 153,682 70,623 5.1

世 田 谷 区 123,874 173,495 49,621 2.2

渋 谷 区 50,760 53,234 2,475 143.4

中 野 区 37,133 71,602 34,469 2.2

杉 並 区 69,069 113,743 44,673 14.0

豊 島 区 35,580 66,250 30,670 5.2

北 区 33,272 84,928 51,656 ▲ 1.0

荒 川 区 19,880 58,136 38,256 4.5

板 橋 区 53,143 124,940 71,797 11.6

練 馬 区 73,744 159,851 86,107 9.4

足 立 区 57,951 164,225 106,275 4.6

葛 飾 区 39,693 114,142 74,449 4.1

江 戸 川 区 62,309 156,130 93,821 8.1

合 計 1,166,287 2,152,760 1,002,266 6.2

注１）端数処理のため、縦横の計算が一致しない場合がある。
注２）増減率は、平成30年度当初算定との比較である。
注３）※　財源不足額が生じていないため、不交付となる。

令和元年度　都区財政調整区別算定結果（当初算定）

●基準財政収入額【23区】　（Ａ）　1,166,287百万円（前年度比3.1％増）
●基準財政需要額【23区】　（Ｂ）　2,152,760百万円（前年度比4.5％増）
●差し引き　　　　（Ｂ）－（Ａ）　　986,473百万円（①－②）
　
　　うち財源不足額　　　　　　1,002,266百万円　①
　　【交付区　22区　基準財政収入額＜基準財政需要額】

　　うち財源超過額　　　　　　　 15,793百万円　②
　　【不交付区　１区　基準財政収入額＞基準財政需要額】
　
●普通交付金（＝財源不足額）　　 1,002,266百万円（前年度比6.2％増）

（単位：百万円、％）
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特別区長会、東京都に対し要望活動を実施
～令和２年度東京都の施策及び予算に関する要望～

　

特
別
区
長
会
は
７
月
31
日
、
令
和
２

年
度
の
都
の
施
策
及
び
予
算
編
成
に
向

け
た
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
望
内
容
は
、
各
区
か
ら
提
出
さ
れ

た
項
目
を
も
と
に
、
６
月
の
区
長
会
で

決
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

新
規
要
望
項
目
を
含
め
、
計
23
項
目

の
課
題
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。

　

山
﨑
孝
明
会
長
（
江
東
区
長
）
か
ら

は
、
特
に
４
点
に
つ
い
て
補
足
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
各
区
の
児
童
相
談
所
設
置
に

つ
い
て
、
東
京
に
お
け
る
児
童
相
談
体

制
の
大
幅
な
拡
充
に
つ
な
が
る
こ
と
を

見
据
え
て
、
人
的
・
財
政
的
支
援
を
要

望
し
ま
し
た
。
虐
待
に
よ
る
悲
惨
な
事

案
を
防
ぐ
た
め
に
、
オ
ー
ル
東
京
で
新

し
い
児
童
相
談
行
政
の
か
た
ち
を
作
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
前
向

き
、
か
つ
積
極
的
な
対
応
を
要
請
し
ま

し
た
。

　

次
に
、
都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

の
再
開
、
都
市
計
画
決
定
権
限
や
都
市

計
画
交
付
金
等
の
財
源
問
題
を
含
め
た

都
区
間
の
協
議
の
場
の
設
定
、
都
区
財

政
調
整
制
度
の
財
源
で
あ
る
固
定
資
産

税
・
市
町
村
民
税
法
人
分
の
政
策
的
減

免
を
行
う
場
合
の
事
前
協
議
を
求
め
ま

し
た
。

　

ま
た
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
広
域

的
な
対
策
が
必
要
な
帰
宅
困
難
者
対

策
、
大
規
模
水
害
時
に
お
け
る
広
域
避

難
に
係
る
体
制
整
備
等
、
国
の
対
応
も

含
め
、
具
体
策
を
講
じ
る
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
開
催
を
来
年
に
控
え
た
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
成
功
に
向
け
、
ま
た
大
会
後
の
レ
ガ

シ
ー
に
つ
な
が
る
様
々
な
取
り
組
み
に

対
し
、
各
区
の
実
情
に
応
じ
た
対
策
を

図
る
と
と
も
に
財
政
支
援
等
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

応
対
し
た
多
羅
尾
光
睦
副
知
事
か
ら

は
、「
子
育
て
や
環
境
、
防
災
、
治
安

等
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

特
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
に
は
、
区
市
町
村
と
の

連
携
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
大
会
後
の
レ
ガ
シ
ー
に
つ
い
て
も
東

京
ひ
い
て
は
日
本
の
持
続
的
成
長
に
向

け
着
実
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
み
を
前

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
要
望
の

内
容
は
知
事
に
伝
え
、
政
策
に
反
映
さ

せ
た
い
」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
局
長
か
ら
は
、
児
童
相
談
所
設

置
に
つ
い
て
、「
子
ど
も
の
安
全
・
安

心
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
引
き
続
き
協

力
し
て
い
き
た
い
」、
ま
た
、
都
市
計

画
交
付
金
に
つ
い
て
は
、「
円
滑
に
事

業
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
」、
さ
ら
に
、
災
害
対

策
に
つ
い
て
は
、「
関
係
機
関
と
の
連

携
と
と
も
に
、
区
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。

　
「
令
和
２
年
度
都
の
施
策
及
び
予
算

に
関
す
る
要
望
」
の
本
文
は
、
区
長
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（w
w

w
.tokyo23city-kuchokai.jp

）

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令和２年度 都の施策及び予算に関する要望事項一覧（特別区長会）

要 望 事 項 要 望 の 趣 旨 要 望 先

1 治安対策の強化 （１）総合的な治安対策の強化及び安全・安心まちづくり施策の拡充
（２）地域の防犯力の強化

・都民安全推進本部
・警視庁

2 特別区都市計画交付
金の拡充

（１）都市計画事業の実績に見合う配分
（２）全都市計画事業の交付対象化
（３）交付率の上限撤廃等の適切な改善

・総務局

3 都区の役割分担に関
する協議の実施

（１）都区制度改革・地方分権の趣旨を踏まえた役割分担や税財政制度等に関する協議の再開
（２）用途地域等都市計画決定権限の移譲等に関する協議の実施
（３）都区の共有財源に係る政策的減免の新設・拡大を検討する際の事前協議

・総務局
・主税局
・都市整備局

4 外国人労働者受入れ
拡大に伴う環境整備

（１）急増する外国人対応への財政支援
（２）住民相互の理解促進に対する支援 ・生活文化局

5 子育て支援策の充実
（１）子ども・子育て支援新制度等への対応
（２）待機児童対策に係る特別区の独自施策への財政支援、保育施設の整備への対応
（３）子育て世代の経済的負担の軽減

・生活文化局
・住宅政策本部
・福祉保健局
・教育庁

6 児童相談所設置の促
進

（１）児童相談所開設時の立ち上げ支援
（２）児童相談所の移管に係る財政措置
（３）児童相談所の移管に係る都有財産の活用

・総務局
・財務局
・福祉保健局 

7 ホームレス自立支援
策の充実

（１）就労対策のさらなる充実と住宅対策の強化
（２）生活保護費の都費負担期間の延長等
（３）都市部への集中化によるホームレスに係る対策の推進

・住宅政策本部
・福祉保健局
・産業労働局

8 障害者施策の充実
（１）障害者グループホーム設置促進のための支援の充実
（２）重症心身障害者の通所施設等の充実と都区の役割分担の明確化
（３）医療的ケア児等受入れ施設に対する支援の充実

・福祉保健局 

9 高齢者福祉の充実

（１）事業用地確保に対する補助
（２）施設整備に対する補助制度の充実
（３）特別養護老人ホームの大規模改修時の既存入所者の一時受入れ支援等
（４）介護人材の確保・定着及び育成に関する施策の実施

・福祉保健局

【多羅尾副知事に要望書を提出】
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要 望 事 項 要 望 の 趣 旨 要 望 先

10 都有財産の活用 （１）未利用都有地等の積極的な提供等
（２）都有地活用に向けた制度の拡充

・財務局
・福祉保健局

11 医療体制の充実と整
備

（１）感染症対策における財政措置及び支援
（２）基準病床数の算定方法の見直し等
（３）周産期医療体制の充実強化

・福祉保健局

12 配偶者暴力の防止と
被害者保護の充実

（１）被害者支援と安全な生活、就業・就学支援のための施設整備
（２）関係機関との連携強化等による総合的な支援体制の構築

・生活文化局
・福祉保健局
・警視庁

13 医療保険制度の充実 （１）低所得者を始めとした被保険者の負担に配慮した財政支援のさらなる実施
（２）外国人の収納率改善のための措置 ・福祉保健局

14 住宅宿泊事業法関連
業務の推進 （１）事務経費、人件費等の財源措置 ・産業労働局

15 受動喫煙対策の推進 （１）喫煙所設置等に関する支援の拡充
（２）都有地の活用等の推進

・財務局
・福祉保健局
・産業労働局
・建設局
・交通局

16 交通システムの整備
促進

（１）東京８号線の延伸
（２）東京11号線の延伸
（３）東京12号線の延伸
（４）京浜急行空港線と東京急行多摩川線を短絡する路線の新設
（５）台場・有明から都心部を結ぶ地下鉄新線の新設
（６）区部周辺部環状公共交通の新設

・都市整備局
・交通局

17 都市計画道路等の整
備促進

（１）都市計画道路の整備推進
（２）連続立体交差事業の促進
（３）東京外かく環状道路等の整備促進

・都市整備局
・建設局

18 都市インフラの改善

（１）国道の立体整備
（２）観光バス駐車場の整備
（３）電線類の地中化の促進
（４）羽田空港の機能強化に係る対応

・都市整備局
・産業労働局
・建設局
・警視庁

19 災害対策の充実

（１）土砂災害防止対策の推進
（２）帰宅困難者対策の推進
（３）高層住宅の防災対策の推進
（４）上下水道管の耐震化
（５）家具の転倒防止対策の促進
（６）木密地域対策、密集住宅市街地整備促進事業等の一層の充実
（７）河川・下水道施設（貯留施設等）の整備の推進
（８）スーパー堤防整備等の事業促進
（９）大規模水害時における広域避難体制の構築
（10）消防団の体制強化
（11）広域避難場所の早急な整備及び避難誘導等の区との連携
（12）建築物の耐震化における補助対象の拡充

・総務局
・都市整備局
・住宅政策本部
・建設局
・港湾局
・東京消防庁
・交通局
・水道局
・下水道局
・教育庁

20 放置自転車等対策の
推進

（１）自転車等駐車場の整備促進
（２）放置自転車等の撤去
（３）特別区の取り組みに対する協力
（４）自動二輪車等駐車対策の推進
（５）自転車シェアリングの普及促進

・都民安全推進本部
・都市整備局
・環境局
・建設局
・交通局
・警視庁

21 都市河川等の環境の
改善 （１）都市河川等の水質改善策の充実

・建設局
・港湾局
・下水道局

22 地球温暖化防止対策
の推進 （１）再生可能エネルギーの普及促進及び水素社会の基盤形成 ・環境局

23
オリンピック・パラ
リンピック支援策の
充実

（１）スポーツ振興の基盤づくり
（２）来街者受入れの取組
（３）開催都市にふさわしいまちづくり
（４）推進体制の整備

・�オリンピック・パラリ
ンピック準備局　等
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世田谷区・荒川区・江戸川区を
児童相談所設置市に指定する政令が閣議決定
～令和２年度に、特別区で初めての児童相談所が開設～

　

８
月
22
日
及
び
同
月
27

日
、
令
和
２
年
度
に
世
田

谷
区
・
荒
川
区
・
江
戸
川

区
を
児
童
相
談
所
設
置
市

に
指
定
す
る
「
児
童
福
祉

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
が
閣
議
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
世
田
谷
区

と
江
戸
川
区
は
令
和
２
年

４
月
に
、
荒
川
区
は
同
年

７
月
に
児
童
相
談
所
を
開

設
す
る
予
定
で
す
。

※ 

特
別
区
は
、
平
成
28
年

６
月
に
公
布
さ
れ
た

「
児
童
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」

に
よ
り
、
平
成
29
年
４

月
か
ら
、
児
童
相
談
所

を
設
置
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

閣
議
決
定
さ
れ
た
政
令

は
、
こ
の
改
正
後
の
法

律
に
基
づ
き
、
３
区
を

設
置
主
体
と
し
て
決
定

す
る
も
の
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

世田谷区及び江戸川区を児童相談所設置市に指定する
政令の閣議決定について

　本日、令和２年４月に世田谷区及び江戸川区を児童相談所設置市に指定する「児童福祉法施行令の一部を改正する政令」
が閣議決定されました。
　追って、令和２年７月に児童相談所の設置を予定している荒川区についても、同様の決定が行われる見込みです。
　特別区では、これまで児童相談所移管モデルの策定や児童相談所移管に係る課題の対応策の検討、人材の専門性強化を
図るための児童相談所等への派遣研修や特別区職員研修所における各種専門研修の実施、東京都との児童相談所設置計画
案の確認作業や児童養護施設等の広域調整に関する協議の実施など、様々な取組を行ってきました。
　今回の閣議決定は、長年にわたって積み重ねてきた取組の成果と、これらの取組に関わった特別区職員の思いが結実し
たものであり、特別区の歴史に大きな画期をなすものであります。
　これまでの特別区の取組に対し、多大なご支援、ご協力をいただいた国や東京都をはじめとする関係者の皆さまに、改
めて深く感謝を申し上げます。
　また、多くの特別区職員の研修を受け入れていただいている東京都、全国の県市及び児童養護施設等の施設関係者の皆
さまに、心からお礼を申し上げます。
　来年度から、特別区による児童相談所の設置が始まり、その後も開設する区が続くことになります。国や東京都をはじ
め、関係者の皆さまには、今後も変わらぬご支援、ご協力をいただきますよう、お願い申し上げます。
　折から、虐待により幼い子どもの命が奪われる痛ましい事件が相次いで発生し、児童虐待防止対策の強化が社会的に大
きな課題になっています。
　国においては、本年８月、児童虐待防止に向けて、国、都道府県及び市区町村における体制強化を進めるため、国と地
方団体との協議の場が設置され、特別区も構成員として参画させていただくことになりました。
　また、東京都においても、改めて東京全体の児童相談体制を検討することが重要であるとの認識のもと、東京都と区市
町村合同で東京都児童相談体制等検討会が設置され、本年５月から検討が開始されています。
　特別区としては、こうした協議や検討を踏まえながら、東京都との連携、協力のもと、新しい児童相談行政の姿をつくっ
ていく必要があると考えています。
　特別区は、住民生活に密着した基礎自治体として、子どもと家族を地域で支え、安心して、健やかな暮らしが送れるよ
う、総力を挙げて取り組んでいく所存です。
　皆さまのご理解、ご支援を衷心よりお願い申し上げます。

　　令和元年８月22日
 特別区長会会長　　　　　　
 江東区長　山﨑  孝明　

＜８月22日の閣議決定を受けて発表された特別区長会会長コメント＞
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世田谷区児童相談所の概要

＜設置場所＞　　　　　　　　　　　　　　　　　＜外観＞
世田谷区松原六丁目41番７号
※世田谷区立総合福祉センター後利用施設内

＜施設概要＞
敷地面積：2,736.75㎡
延床面積：4,229.63㎡
地上３階、地下１階、塔屋１階

（仮称）荒川区子ども家庭総合センター（荒川区児童相談所）の概要

＜設置場所＞　　　　　　　　　　　　　　　　　＜外観イメージ＞
荒川区荒川一丁目50番

＜施設概要＞
延床面積：2,035.71㎡
地上４階

江戸川区児童相談所の概要

＜設置場所＞　　　　　　　　　　　　　　　　　＜外観イメージ＞
江戸川区中央三丁目４番

＜施設概要＞
敷地面積：2,285㎡
延床面積：4,508㎡
地上４階
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■
首
都
圏
空
港
の
機
能
強
化
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■
各
特
別
区
長
と
都
知
事
と
の
意
見
交
換
の
実
施
に

つ
い
て

■
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関
す
る
条
例
の
検
討
状

況
に
つ
い
て

■
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局

か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て

■
各
団
体
予
算
執
行
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

■「
児
童
虐
待
防
止
対
策
に
係
る
体
制
強
化
の
在
り
方

に
関
す
る
協
議
の
場
」に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
よ
る
一
般
財
源
へ
の

影
響
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ

い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
令
和
元
年
度
都
区
財
政
調
整
区
別
算
定
に
つ
い
て

■
議
長
会
の
要
望
活
動
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
日
中
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

新宿・品川

所蔵資料のご紹介23区と地方自治の専門図書館

特別区自治情報・交流センター
　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
専
門
図
書
館
で
す
。

23
区
が
発
行
す
る
行
政
資
料
、
地
方
自
治
に
関
す
る

図
書
を
中
心
に
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
他
区
の
施
策
を

知
り
た
い
、
ま
た
は
自
区
の
古

い
資
料
が
見
た
い
と
き
な
ど
に

是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
所
蔵

資
料
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
所
蔵
し
て
い
る
23
区
の
行
政
資
料
の
中

か
ら
２
区
の
お
す
す
め
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

新
宿
コ
ミ
ッ
ク
新
宿
史

―
新
宿
ジ
オ
ラ
マ
奇
譚
―

（
平
成
31
年
３
月
発
行

�

公
益
財
団
法
人
新
宿
未
来
創
造
財
団
、

�
新
宿
区
立
新
宿
歴
史
博
物
館
）

　

本
書
は
新
宿
歴
史
博
物
館
開
館
30
周
年
を
記
念
し

て
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
の
発
行
物
と
し
て
は
珍

し
い
「
コ
ミ
ッ
ク
」
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
新
宿
の
歴

史
に
基
づ
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

主
人
公
の
ジ
オ
ラ
マ
作
家
未
来
創
丸
が
自
ら
作
っ

た
新
宿
史
の
ジ
オ
ラ
マ
を
探
訪
し
な
が
ら
、
歴
史
上

の
人
物
、
未
来
一
族
の
先
人
た
ち
と
の
出
会
い
を
通

し
て
過
去
か
ら
現
在
ま
で
の
新
宿
と
い
う
街
の
文
化
・

風
俗
・
歴
史
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

新
宿
生
ま
れ
の
有
名
な
文
豪
で
あ
る
夏
目
漱
石
の

生
涯
や
、
古
代
・
中
世
の
新
宿
に
派
生
し
た
伝
説
を

描
く
な
ど
一
風
変
わ
っ
た
視
点
か
ら
新
宿
を
描
い
て

い
る
た
め
、

読
み
や
す
く

分
か
り
や
す

い
区
史
と

な
っ
て
い
ま

す
。

品
川
や
さ
し
さ
と
支
え
あ
い
の
ま
ち
し
な
が
わ

―
第
３
期
品
川
地
域
福
祉
計
画
―

�

（
平
成
31
年
４
月
発
行　

品
川
区
福
祉
部
福
祉
計
画
課
）

　

品
川
区
で
は
、「
誰
も
が
自
分
ら
し
く
や
さ
し
さ
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
基
本
理
念
と
し
て
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
は
、
品
川
区
の
現
状
を
統
計
デ
ー
タ
や
区

民
の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
ご
意
見
等
を
示
し
な

が
ら
、
地
域
福
祉
で
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
重
点
課

題
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
重
点

課
題
に
つ
い

て
、
計
画
の

期
間
を
５
年

間
と
し
、「
気

づ
く
心
と
つ

な
げ
る
気
持

ち
を
は
ぐ
く
む
」
こ
と
、「
地
域
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」
こ
と
、「
適
切
な
支
援
に
つ
な

が
る
し
く
み
を
つ
く
る
」
こ
と
の
３
項
目
を
施
策
の

柱
と
し
て
、
各
施
策
の
方
向
性
と
そ
の
具
体
策
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
区
の
行
政
資
料
を
多
数
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

　

７
月
16
日
付
で
特
別
区
長
会
顧
問
に
西
川
太
一
郎

荒
川
区
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

特
別
区
長
会
顧
問
は
、
会
長
の
諮
問
に
応
じ
役
員

会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
る
等
、
特
別
区
長
会
の

運
営
に
会
長
経
験
者
の
識
見
を
活
か
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

センターHP

おススメ

だよ！

8.6

区
長
会

8.19

議
長
会

令
和
元
年
8
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

特
別
区
長
会
顧
問
が
就
任
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ハロウィンジャンボ宝くじ　発売

「特別区全国連携プロジェクト
令和元年度 第１回全国連携講演会」の開催

　

特
別
区
長
会
と
特
別
区
協
議
会
は
、

全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
目

的
に
、令
和
元
年
７
月
23
日
（
火
）
に
、

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
は
、「
森
林
環
境
税

か
ら
考
え
る
自
治
体
間
連
携
」
と
題
し

て
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、（
公
財
）
地
球
環
境
戦
略

研
究
機
関
上
席
研
究
員
の
藤
野
純
一 

氏
か
ら
、「
森
林
保
全
に
お
け
る
都
市

部
と
山
間
部
の
自
治
体
連
携
の
意
義
」

に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
い
た
後
、
林
野

庁
森
林
整
備
部
計
画
課
調
査
官
の
石
田

良
行
氏
に
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環

境
譲
与
税
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
事
例
報
告
と
し
て
、
江
東
区
、

長
野
県
、
浜
松
市
の
担
当
者
を
招
き
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
体
の
事
業
に
つ
い
て
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
１
０
３
名
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
盛
況
の
う
ち
に
、
終
了
し
ま
し

た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

○今年の「ハロウィンジャンボ」は、１等・前後賞合わせて５億円！
 　１等　　３億円 × ８本　　前後賞各　１億円 × 16本
 　※当せん本数は発売総額240億円・８ユニットの場合
○同時発売の「ハロウィンジャンボミニ」は、１等・前後賞合わせて3,000万円！
 　１等　　2,000万円 × 16本　　前後賞各　500万円 × 32本
 　※当せん本数は発売総額120億円・４ユニットの場合 各1枚 300円

発売期間は
令和元年9月24日（火）から10月18日（金）まで

近くに宝くじ売場がなくてもネット購入できます！

『ジャンボなハロウィンで大収穫！』

宝くじの収益金は「明るいまちづくりや
環境対策、高齢化対策など地域住民の福
祉向上」のために使われます。

購入は都内で
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発達障害者支援（演習）第１回
対象：発達障害のある人への支援に携わる職員
内容：�保育士や児童指導等、主に3〜6歳程度の子どもと接する職員を対象とする研修です。臨床心理士である講師

から「子どもの発達の捉え方と発達障害の理解」、「保護者サポートとペアレント・トレーニング」、「ティー�
チャーズ・トレーニング」について学びます。

　　　※�「ティーチャーズ・トレーニング・プログラム（TTP）」は、ペアレント・トレーニングを保育教育現場向
けに応用したプログラムです。子ども一人ひとりの行動特性を理解し、効果的な対応方法等を学びます。

日時：11月7日（木）、
　　　11月25日（月）午前

特別区職員研修所からのご案内

11月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

土壌汚染対策（用地管理） 11月上旬 用地・管財・土木・学校・環境等の部署において、土壌汚染対策に関する事
務を担当する職員

課税② 11/11（月）・12（火）
13（水）・15（金） 住民税賦課事務を担当する職務経験２年程度の職員

障害者地域支援 11月中旬 障害者施策、障害者福祉に携わる職員

中堅保育士② 11/12（火）・13（水） 保育・子育て支援に携わる職務経験15年以上の職員

環境衛生 11/21（木）・
26（火）・27（水） 環境衛生監視業務に従事する職員

道路管理（認定） 11/21（木）・22（金） 道路管理の認定業務を担当する職務経験１～３年程度の職員

橋梁点検 11月下旬 橋梁の維持管理業務を担当する職員

児童相談所関連研修

司法面接③ 11月下旬
子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する心理職、児童福祉
司任用前講習会・指定講習会修了者、その他子ども家庭福祉行政に携わる職
員

ステップアップ研修

思考力・論理構築力向上⑦ 11/11（月） 係長級以下の職員 ★主任の職員

対話によるポジティブ・
アプローチ⑤ 11/28（木）・29（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

協働型リーダーシップ⑤ 11/5（火） 主任以下の職員
★�リーダーの役割や、上司・同僚・後輩との関わり方を

学ぶことで、職場のモチベーション向上や業務改善・
職場改善に貢献したいと考えている主任の職員

サポート研修

公務基礎「人権」 11/6（水） 全　職　員

地方公務員法⑤ 11/26（火） １級職の職員 ★�地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して
職務を行いたい１級職の職員

地方自治法⑤ 11/12（火） １級職の職員
★�法令・根拠にあたる仕事の進め方を身に付けたい、こ

れから地方自治法を意識して実務を行っていきたい１
級職の職員

※紙面の都合上、11月に実施する研修の一部を紹介しています。（一部、12月に実施する研修を含む）
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※�研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込

期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）
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首都大学東京オープンユニバーシティ
飯田橋キャンパスより
10月開講講座のご案内です！！

●働きやすい職場づくりのためのアンガーマネジメント� 【講座コード：1931E005】

●将軍側近と老中たち②� 【講座コード：1931T008】

　私たちは「感情」を持っています。感情の中でも特に
強いパワーを持っている「怒り」は、扱い方を間違える
と取り返しのつかないことになりかねません。そして自
身の「怒り」の特性により、知らないうちに自分も相
手も傷つけている場合があるのです。また、その怒りは
組織内に連鎖してしまっています。アンガーマネジメン
トとは、「怒り」の感情をマネジメント（上手に付き合
う）する感情理解教育プログラムです。職場で最高のパ
フォーマンスを発揮するためにも、まずはあなたからア
ンガーマネジメントをして良い人間関係作りを目指しま
せんか。

　本講座は、6代家宣・7代家継の時代を扱った夏期講
座に引き続き、8代吉宗に注目した第２弾です。家宣・
家継・吉宗という徳川将軍三代に仕えた儒学者、室鳩巣。
彼の残した手紙を読み解きながら、政治家たちの人間模
様を見ていきます。いわば、将軍の近くからの定点観察
です。
　最高権力者である将軍と、取り立てられたその側近。
しかし側近は、将軍との人間関係を基盤としているため、
将軍が替われば、政治の表舞台から去らなければなりま
せんでした。それに対して老中は、幕府官僚として役職
のトップに居続けることになります。将軍側近と老中の

せめぎあいに、この時代の幕府政治の本質が見えてきま
す。鳩巣に導かれながら、生々しい人間関係を読み解き、
現代の政治世界にも思いをはせてみましょう。

講　師：岡田　有加（おかだ　ゆか）
　　　　�（一社）日本アンガーマネジメント協会　公認シ

ニアファシリテーター
　　　　�（一社）産業カウンセラー協会　産業カウンセラー

経営学修士
日　程：10/21・10/28　月曜2回
時　間：19：00～20：30
受講料：5,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

講　師：福留　真紀（ふくとめ　まき）
　　　　東京工業大学准教授
日　程：10/25～11/29　金曜4回
時　間：19：00～20：30
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

※特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
首都大学東京オープンユニバーシティ事務室　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel. 03－3288－1050（平日　9：00～17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

＊講座の概要については、首都大学東京オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。�（特別区協議会事業部）
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今
号
で
は
、
み
な
さ
ん
に
な
じ
み
の

な
い
、
不
燃
ご
み
の
船
舶
輸
送
を
ご
紹

介
し
ま
す
。
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部

事
務
組
合
職
員
が
一
緒
に
船
に
乗
り
、

そ
の
様
子
を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。

【
不
燃
ご
み
の
中
継
輸
送
】

　

不
燃
ご
み
は
、
23
区
に
2
か
所
あ
る

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
（
大
田
区
京

浜
島
、
中
央
防
波
堤
内
側
埋
立
地
）
に

運
ん
で
破
砕
処
理
し
た
後
、
埋
立
処
分

し
ま
す
。
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事

務
組
合
で
は
、
こ
の
施
設
の
管
理
・
運

営
を
行
い
、
不
燃
ご
み
を
破
砕
し
減
容

化
す
る
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
不
燃
ご
み
の

収
集
と
運
搬
は
、
各
区
の
清
掃
事
務
所

が
行
い
ま
す
。収
集
し
た
不
燃
ご
み
は
、

次
の
三
つ
の
方
法
で
搬
入
さ
れ
ま
す
。

①
収
集
車
で
直
接
搬
入
す
る
方
法

② 

陸
上
中
継
所
で
大
型
コ
ン
テ
ナ
車
に

積
み
替
え
て
か
ら
搬
入
す
る
方
法

③ 

船
舶
中
継
所
で
船
舶
に
積
み
替
え
、

川
を
通
っ
て
揚
陸
施
設
ま
で
運
搬

し
、
ク
レ
ー
ン
で
陸
揚
げ
し
た
後
に

搬
入
す
る
方
法

　

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
が
ど
ち
ら

も
臨
海
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
一

部
の
区
で
は
中
継
所
で
ご
み
を
大
型
コ

ン
テ
ナ
車
ま
た
は
船
舶
に
積
み
替
え
て

処
理
セ
ン
タ
ー
ま
で
輸
送
し
ま
す
。

　

中
継
に
よ
る
利
点
と
し
て
、
輸
送
効

率
の
向
上
、
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
排
気

ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
低
減
の
効
果
が

あ
り
ま
す
。
ど
の
搬
入
方
法
を
用
い
る

か
は
搬
入
す
る
区
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

【
船
舶
輸
送
】

　

船
舶
輸
送
は
江
戸
時
代
に
始
ま
り
ま

し
た
。
道
路
と
同
じ
よ
う
に
物
資
の
輸

送
を
始
め
、
河
川
は
輸
送
路
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
稼
働
中
の
、
船
舶
輸
送
の
中
継

所
は
、
三
崎
町
（
千
代
田
区
）
の
１
か

所
で
す
。

　

こ
ち
ら
に
は
、
千
代
田
区
、
文
京
区
、

台
東
区
の
不
燃
ご
み
が
運
ば
れ
て
き
ま

す
。
毎
日
１
回
出
航
し
、
毎
回
十
数
ト

ン
の
不
燃
ご
み
を
積
ん
で
揚
陸
施
設
ま

で
輸
送
し
て
い
ま
す
（
日
曜
日
を
除
き

毎
月
1
日
か
ら
28
日
ま
で
出
航
）。

押
船
と
曳
船

　

ご
み
を
運
ぶ
船
は
、
動
力
船
と
荷
船

（
艀は
し
け、
バ
ー
ジ
と
も
い
う
。）
か
ら
成
り

ま
す
。
動
力
船
が
ご
み
を
積
ん
だ
艀
を

押
し
て
、
あ
る
い
は
曳
い
て
航
行
し
ま

す
。
曳
船
は
舵
取
り
が
押
船
に
比
べ
て

容
易
で
、
川
幅
が
狭
い
場
所
や
川
底
が

浅
い
場
所
で
の
航
行
が
可
能
で
す
。
こ

の
た
め
神
田
川
に
あ
る
三
崎
町
は
曳
船

方
式
で
す
。

運
搬
の
過
程

　

収
集
車
が
ご
み
を
積
ん
で
中
継
所
に

来
ま
す
。
計
量
し
、
奥
に
ご
み
を
降
ろ

し
ま
す
。

　

降
ろ
し
た
ご
み
は
コ
ン
ベ
ヤ
（
左
写

真
）
で
運
ば
れ
、
荷
船
に
落
と
さ
れ
ま

す
。（
下
右
写
真
）

　

出
航
で
す
。
写
真
は
荷
船
の
先
頭
か

ら
撮
影
し
て
い
ま
す
。

曳
船
の
場
合
、
荷
船
の
後
方
に
人
が
乗

り
舵
を
取
り
ま
す
。

不燃ごみの船舶輸送

三崎町中継所
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い
く
つ
も
の
橋
の
下
を
通
り
ま
す
。

写
真
右
は
昌
平
橋
、
中
央
は
浅
草
橋
の

下
で
す
。
狭
い
川
幅
の
両
岸
に
屋
形
船

が
係
留
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
舵
取

り
に
技
術
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

揚
陸
施
設
に
到
着
し
、接
岸
し
ま
す
。

ご
み
を
ク
レ
ー
ン
で
つ
か
み
、
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
替
え
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
で
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー

に
運
び
ま
す
。

【
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
後
】

　

搬
入
さ
れ
た
ご
み
は
受
入
ヤ
ー
ド
に

貯
留
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
後
、
重
機
に
よ
っ
て
受
入
コ
ン

ベ
ヤ
へ
投
入
し
、
破
砕
機
に
送
ら
れ
、

高
速
回
転
す
る
ハ
ン
マ
ー
で
破
砕
し
ま

す
。
効
率
的
に
埋
め
立
て
る
た
め
に
、

細
か
く
砕
い
て
容
積
を
小
さ
く
し
ま
す
。

　

破
砕
さ
れ
た
ご
み
は
、
磁
力
等
を
利

用
し
て
鉄
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
を
選
別
し

て
回
収
し
、
資
源
と
し
て
売
却
し
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
鉄
と
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
外
の

不
燃
物
と
そ
の
他
ご
み
は
埋
め
立
て
ら

れ
ま
す
。

編
集
後
記

　

船
舶
輸
送
は
、
業
務
委
託
し
て
い
ま

す
。
受
託
者
の
中
島
運
輸
㈱
ご
協
力
の

下
、
船
に
乗
っ
て
の
撮
影
と
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
何
気
な
く
見
て
い
た
川
と

街
の
風
景
が
、
目
線
が
変
わ
り
川
か
ら

見
る
と
、と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ま
し
た
。

橋
も
形
状
や
色
デ
ザ
イ
ン
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
に
個
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
隅
田

川
に
は
観
光
船
か
ら
河
川
清
掃
船
、
東

京
消
防
庁
の
船
舶
な
ど
様
々
な
船
が
航

行
し
て
い
ま
す
。
現
在
で
も
川
は
貴
重

な
輸
送
路
で
す
。

　

川
辺
の
景
色
は
時
代
と
と
も
に
す
っ

か
り
変
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
昔
は
墨
田

川
に
も
イ
ル
カ
が
い
た
そ
う
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

昌平橋の下

受入ヤード

埋立処分場

高速回転するハンマー

浅草橋の下柳橋を過ぎ、隅田川に合流します
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日本最大級の光のエンターテインメントショー
「LIGHTNING RUN　～光のレース、いざ発走！～」が誕生！

【新ナイター照明演出】
　TCKでは、レースコースのナイター照明をLED照明に一新しました。これにより、トゥインクルレースの見どころで
あった、レース間のイルミネーション演出がさらにパワーアップ。日本最大規模の照明演出「LIGHTNING RUN（ライ
トニング ラン） ～光のレース、いざ発走！～」が誕生しました。
　「LIGHTNING RUN」という名称は、新ナイター照明の光があたかも競走馬のように本馬場を疾走することから命名
いたしました。従来お楽しみいただいていた内馬場のイルミネーションに加え、レースコースの新ナイター照明や演出
用のムービングライト、それぞれの光が音楽と連動することで、これまでにない競馬場の広大なロケーションを生かし
た日本最大級の光のエンターテイメントショーを実現しました。
　演出開始日の 7月31日（水）には、「LIGHTNING RUN」の点灯式を実施しました。当日は、ファッションモデルのマギー
さんがゲストとして登場し、マギーさんのスターターの旗振りを合図に「LIGHTNING RUN」の明かりが一斉に点灯。
会場からは歓声が沸きあがり、マギーさんも目を輝かせました。
　トゥインクルレース開催中毎日、レース間に演出を行います。レースコース、内馬場、スタンドを含めた広大なスペー
スをふんだんに活用したダイナミックな光の演出をぜひお楽しみください。

【TCKで食欲の秋を楽しもう！】
　TCK場内の飲食店は、食欲の秋にもってこいのお店が揃っています。本格的なブッフェを楽しみながら一日中優雅に
レースを観戦できるレストラン「ダイアモンドターン」（指定席）や、焼き鳥やもつ煮込みが名物の「幸福堂」など、お
しゃれで味もこだわったお店から、競馬場ならではのＢ級感あふれるお店まで、場内には30店舗以上が出店しています。
　常設の店舗だけでなく、開催ごとにテーマを設けて、いろいろなグルメを楽しめるイベントの実施も予定しています。
　詳細については、TCKホームページをご覧ください。

 
（特別区競馬組合開催サービス課）

	 開 催成績� （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数
１　日　平　均 前年度同時期対比（１日平均）

売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額
6 7/8～12 8,588,829,800円 880,195人 1,717,765,960円 176,039人 9,760円 111.6% 111.8% 99.8%
7 7/28～8/1 6,503,690,240円 765,875人 1,300,738,050円 153,175人 8,490円 104.2% 114.1% 91.3%

ダイアモンドターンのブッフェ 幸福堂のもつ煮込み丼と焼き鳥
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●無料バスのご案内
①大井町線（京急・東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門3番乗り場より運行
②大森線（京急バス）★TCK開催中のみ運行
　往路：JR大森駅（東口・C7番停留所）京急大森海岸駅経由
　復路：正門2番乗り場より運行
③錦糸町線（はとバス）　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　往路：JR錦糸町駅（南口） 復路：北門横バス乗り場より運行
●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅
　下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）
　下車、徒歩12分

■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円 ※第2、3駐車場
　は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
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11月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

ハイセイコー記念（ＳⅡ）
●11月13日（水）
●1,600m
ハイセイコーが1972年の青雲賞で記録した1分39秒2の優勝タイムは40年以
上の歳月を経た現在も破られていません。TCKが生んだ国民的スターホースの
偉業を称え、2001年に現在のレース名に改められました。

10月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

東京盃（JpnⅡ）
●10月2日（水）
●1,200m
1967年に創設された、
地方競馬では全国で初と
なる短距離重賞です。
1995年から全国交流

レースとなり、現在はJRAや他地区のスプリンターたち
が集結し、自慢の快足を披露します。11月の大一番、
JBCスプリントの行方を占う意味でも大切な一戦です。

レディスプレリュード（JpnⅡ）
●10月3日（木）
●1,800m
プレリュード（前奏曲）
の名の通り、2011年に
新設されたJBCレディ
スクラシックの前哨戦で

す。2013年からは「JpnⅡ」競走となり、JRAも含め
全国各地から牝馬のトップクラスが参戦する交流競走とし
て、見逃せない一戦です。

マイルグランプリ（ＳⅡ）
●10月16日（水）
●1,600m
スピードと持久力のバ
ランスが試されるマイ
ル戦（1,600m）で、
年末に向けての重賞戦

線を見据えた有力馬たちが出走します。過去の優勝馬に
は南関東を代表する数多くの実力馬が名を連ねていま
す。

ハイセイコー記念

浦和競馬開催 浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

川崎競馬開催東京盃 レディスプレリュード マイルグランプリ

大井競馬開催

浦和競馬開催

船橋競馬開催

大井競馬開催


